
木更津市には、自然や風土、文化、産業など、

先人達が暮らしの中で守り、伝えてきた個性がたくさんあります。

これら個性は、この地に暮らす人の「豊かさ」であり、

この地に訪れる人にとっての「魅力」であります。

しかし、社会の仕組みや価値感の変化により、その個性が見過ごされてきたことは否めません。

今こそ、足元を見直し、個性を大切に磨き上げ、木更津の豊かさと魅力を伝えていきませんか。

１３：００～１６：００（開場 １２：３０）
金田みたて海岸潮干狩場内休憩所（木更津市中島４４１６番地）

【定員】３０名（無料）

オーガニックシティセミナー第５弾 観光編

「足元を見直し、個性ある地域をめざす」
～ 持続可能な観光地域づくり～

３/９
（土）

１．基調講演『人のチカラとツナガリによる観光地域づくり』
公益社団法人千葉県観光物産協会
チーフアドバイザー 石田 文夫 氏

２．講演『木更津版ＤＭＯによる魅力ある地域資源の観光マネジメント
「Ｄどんな Ｍ魅力を Ｏお伝えするか？」』

一般社団法人木更津市観光協会 ＤＭＯ推進事業部
ゼネラルマネージャー 魚見 和孝 氏

３．事例体験『昔の漁師さんの海苔作り体験』
一般社団法人木更津市観光協会 ＤＭＯ推進事業部

【お申込方法】電話・ＦＡＸ・Ｅメール／件名「オーガニックシティセミナー第５弾（観光編）参加希望」

氏名（フリガナ）、電話番号（ＦＡＸ番号）明記の上、送付

【主催・連絡先】木更津市オーガニックシティプロジェクト推進協議会
（木更津市役所企画部企画課オーガニックシティ推進室）

ＴＥＬ：0438-23-8049 ＦＡＸ：0438-23-9338
E-MAIL：info@k-organiccity.org

お申込フォームはこちら

【プログラム】

【協力】一般社団法人木更津市観光協会、金田漁業協同組合

＜石田文夫氏プロフィール＞
千葉県庁を退職後、ちばプロモー
ション協議会事務局長やＮＰＯ法人
千葉自然学校理事などの要職を務め
るとともに、行政や企業、大学など
多方面で観光地域づくりに関する講
演やコンサルタント活動を展開する。

新たなツナガリやビジネスのチャンス！！

木更津の観光の今がわかる！



『オーガニックシティセミナー』について

『オーガニックなまちづくり』とは、

「⼈と⾃然が調和した持続可能なまち（未来につながるまち）」を、

次世代に継承するため、⽊更津市⺠みんなで進める取り組みです。

本セミナーは、毎回まちづくりに関わる様々なテーマを題材とし、

オーガニックなまちづくりの理念やその活動に対する理解を深めながら、

参加者同⼠の交流をはかることを⽬的として開催するものです。

〜 わたしたちの定義 〜

「オーガニック」とは

持続可能な未来を創るため、地域・社会・環境等に

配慮し、主体的に⾏動しようとする考え⽅

「オーガニックなまちづくり」とは

オーガニックをまちづくりの視点として、地域社会を

構成する多様な主体が⼀体となり、⽊更津市を、⼈と

⾃然が調和した持続可能なまちとして、次世代に継承

しようとする取り組み

会場案内図

地域、社会、環境等に配慮し、
主体的に行動しようとする⼈

⾃然とともに発展する、
持続可能なまちの基盤

多様なあり方を認め合い、支え合う、
⾃立した地域社会の仕組み

⾃らで知り、選び、
役割を果たしていくこと

⼈の知恵、地域産物、エネルギーなど
様々なモノをめぐらせていくこと

⾃然や社会とのつながりを
大切にすること

「未来につながるまち」を実現するためには、「⼈・基盤・仕組み」の3つの要素が必要です。
この3つの要素を形成するための行動を「オーガニックアクション」と呼びます。そして、
オーガニックアクションをおこなう上で大切な3つの視点が「⾃立・循環・共生」です。

東京湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

ア
ク
ア
連
絡
道

木更津
金田I.C

龍宮城
ホテル
三日月

【会場】
金田みたて
海岸潮干狩場
休憩所

駐車場有

三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

パ
ー
ク
木
更
津

金
田

バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル

金木橋

←木更津駅 ↓館山道

↑川崎

詳細は「オーガニックシティ」で検索！

⽊更津市オーガニックシティプロジェクト推進協議会では、環境に配慮した取り組みを行っており、

本セミナーは以下の内容に沿って運営しますので、ご理解とご協⼒の程、よろしくお願い申し上げます。

〈 会場での取り組み 〉

■空調の温度設定を適切に行う(夏28℃、冬20℃を推奨）

■会場から出る廃棄物の分別・リサイクルを徹底する

〈 資料・配布物での取り組み 〉

■配布資料は、出来るだけ残部が生じないように適切な部数だけ印刷する

■再生紙や森林認証紙など、環境に配慮した紙類を使⽤する

■名札等を使⽤する場合は、確実に回収して再使⽤する

「未来につながるまち」をめざして
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